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-調べること-


・現在のPTS市場について


・アローヘッド導入による効果はあるのか






































今回の発表：PTSについて








市場規模































































































PTS市場について





金融商品取引所上場銘柄のPTSにおける売買状況（売買株数）





図表2は、国内PTSとして最大手のSBIジャパンネクスト証券（JNX）の日経225銘柄の最良気配価格を示したものである。｛東証とPTSの最良売り(買い)気配を比較し、より高い（安い）気配価格を示している時間を累計した。｝JNXが取引所と同等か、もしくは有利な価格を提示している割合は4割前後。またJNXが取引所より有利な価格を提示している割合は10%から30%に急増している。





図表2: 最良気配を示している時間比率





※用語解説


・最良気配価格: 市場に提示されている気配のうち、売り（買い）であれば最も高い（安い）気配の価格。








図表3は、JNXの最良気配数量を見たものであるが、この図表からJNXの最良気配数量は取引所の5%程度に増加している。JNXの対取引所売買高が0.6%程度であることを考えると、実際に売買されている数量の8倍以上の潜在的な約定機会があることを示している。


























図表3: JNXの気配数量と売買高の対取引所比





※用語解説


・最良気配数量: JNXに提示されている気配のうち、売り（買い）であれば最も高い（安い）気配の数量。








→現時点で優れた市場機能を有するPTSは存在する。それにも関わらず売買高シェアが1%前後に留まっている理由


・投資家がその実情を十分に把握していない。


・PTS利用に際してシステムとコンプライアンス上の課題がある。（今後発表する予定）





















































































































































アローヘッド導入による効果はあるのか





アローヘッド導入前は東証とPTSで売買などの処理時間に大きな差がでていたため、実際に執行するのは難しかった。





東証とPTSでは同一銘柄において異なる価格が提示されているため、理論的に両者間で裁定取引が可能





アローヘッド導入により両者のスピードに差がほとんどなくなり、裁定取引が実現され流動性向上に繋がる。








